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研究成果の概要（和文）： 
現在、様々な地域で市民性の教育の必要性が叫ばれ、それが実践に移されている。その背景

には、グローバル化の進行による、社会制度、人間関係、自己のあり方の流動化がある。後期
近代においては「再帰性」がより強まっており、それに対応することが求められるが、現代哲
学が考察してきた「移行」に関する考察を「市民性教育」にも応用することができる。そこで、
各地における「市民性教育」の諸実践の現状と課題を分析し、「市民性教育」の依拠する概念枠
組みと方法論の再構築を行い、「子どものための哲学」を「市民性教育」として導入するための、
日本の学校教育において実践可能なカリキュラムを開発した。 
 

研究成果の概要（英文）： 
  In various countries, the necessity of “citizenship education” is maintained and it is really put into 

practice. In its background lie fluidizations of social systems, interpersonal relationships, and the art of 

self, which are caused by globalization. According to the analyses by sociologists, psychologists, and 

pedagogues, “reflexiveness” becomes stronger and stronger in “the late modern”. It is necessary for 

citizens to correspond to the “reflexiveness”. The problem of “transition” is however one of the main 

issues of modern philosophy, and the findings about it can be applied also to “citizenship education”. 

Analyzing current situations and issues of various practices of “citizenship education”' in various places, 

we reconstructed a conceptual framework and a methodology that “citizenship education” can be based 

on. On the basis of the above-mentioned considerations, we developed a concrete curriculum of 

“philosophy for children” as “citizenship education”, which can be put into practice in Japanese class 

rooms. 
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社会制度、人間関係、自己のあり方の流動
化がある。流動化に対応することの困難は
社会的な諸課題からの「撤退」現象をひき
おこし、そのことが社会問題となっている。
それに対応するために、ヨーロッパを中心
として新しい模索が行われている。 

しかし、それらの活動をそのまま日本に
「輸入」するわけにはいかない。そこには
１）教室での議論を社会での具体的な実践
へとつなげていく仕組みの整備、２）日本
の学校教育が前提としている近代的な記
述枠組みの再構築、３）普遍的な認識を自
分の生活につなげていく方法論の具体化
などの課題が残されていた。 
 

２．研究の目的 
本研究の目的は、日本の初等・中等教育

において、子どもたちに哲学することを教
えること（「子どものための哲学」）を市民
性教育の一環として活用するための条件
を整備し、「子どものための哲学」を「市
民性教育」として導入するための、具体的
なカリキュラムを開発することである。 
 

３．研究の方法 
（１）後期近代に関する諸分析に依拠する
「市民性教育」の課題の析出 

ギデンズによれば、後期近代にあっては、
知、関係性、自己は再帰的なものとなるこ
とを要求されるが、そのような要求は様々
なアポリアを引き起こし、適応困難を引き
起こしている。この問題を解決する鍵は、
基礎的信頼と試行錯誤との間の「よい循環
関係」を形成することにあるが、それこそ
が市民性教育の中核となる。ウィニコット
によれば、基礎的信頼を形成するためには、
環境と自己の間の協働という「奇蹟」が成
就する経験を試行錯誤の中で積み重ねて
いくことが必要となるが、ノディングズは、
いまや学校こそが、このような環境と自己
の間の再帰的関係をケアする場所となる
べきだと主張している。このような課題に
取り組もうとするとき、教育内容もまた変
貌することを迫られる。まず、知識を生活
経験に根付かせつつも、そのようにしてえ
られた知識から生活へとフィードバック
させるという試行錯誤のプロセスそのも
のを主題化することが必要となる。そして
それと同時に、そのような方法論を自覚化
させ、子どもたちが自ら意識的に遂行でき
るようにするのでなくてはならない。市民
性教育をこのように考えるならば、再帰性
のあり方を主題的に取り扱ってきた哲学
を体験させることは市民性教育の基盤と
しての役割を果たすことができる。 

 
（２）教育における「哲学的活動」の現状

と課題の分析 
ただし、基本的信頼を育成し、再帰性に

耐える自己を養うために哲学を用いる活
動は、学校教育に限定しなければ、様々な
仕方で行われてきた。そこで、次には、こ
れらの哲学的活動を「市民性教育」という
観点から相互に比較・検討することを通し
て、「市民性教育としての哲学」がどのよ
うな条件を満たす必要があるのかを考察
した。 
 

（３）現代哲学における「移行」の概念の
射程の検討 

さらに、「市民性教育」の具体的なカリ
キュラムを考えるための準備として、現代
社会における「移行」がいかなるものであ
るのかを解明した。まず、哲学の歴史を振
り返ることで、「移行」がどのように考え
られてきたのかを考察した。このような
「移行」の概念は現代の哲学においても知
のあり方の基本的な形態として再び注目
を集めているが、このことは、現代におい
て発生している「知の再帰性」という事態
に対応したものであり、市民性教育におい
て主題化されるべき再帰性の概念のモデ
ルを提起している。そして、このような「移
行」の概念は、知そのもののためにではな
く、全体としての生のためのものとして捉
え直すことができる。すなわち、「知の再
帰性」を経験することは「自己の再帰性」
に対応することにつながる。その上で、「移
行」の概念に基づくとき、社会のあり方と
はどのようなものとして考えられるよう
になるのかを検討した。この社会像が「関
係性の再帰性」に対処するものであり、グ
ローバル化した社会における「市民性教
育」において主題化されるべきものである。 

 
（４）「市民性教育」の現状と課題の分析 

「市民性教育」としての「子どものため
の哲学」の具体的なカリキュラムを開発す
るにあたって、まず、「市民性教育」がこ
れまでどのような「理念」のもと実施され、
どのような問題を抱えてきたのかを確認
するともに、その問題意識を明確化した。
「市民性教育」は国民国家の枠組みの中で
の「民主的公民」を育成するという理念の
もと遂行されてきたが、グローバリゼーシ
ョンの進行の中で、「市民」や「知識」の
概念はゆらぎを迎えていた。このような状
況に対して、様々な試行錯誤が行われてい
るのが現状であるが、「新しい市民性教育」
の概念枠組み、方法論、実践への橋渡しな
どが課題となっている。そこで、この問題
意識に対応するために、従来の「市民性教
育」が依拠してきた（例えば、私と公の対
比にみられるような）概念枠組みの再構築



と、教室の中での議論を自分の置かれた現
実の状況に接続していくための方法論の
明確化を行った。すなわち、「子どものた
めの哲学」の着想に基づいて、１）「自由」
などの主題について議論する中で、自己と
共同体の絡み合いを具体的に体験させる
とともに、２）議論の方法を反復的に学ぶ
ことが、３）共同体への実際の参画に先立
つモデルとしての役割を果たすという方
策を検討し、以下のように「子どものため
の哲学」の進め方を明確にした。 

 
４．研究成果 

以上の考察において示された概念枠組
みと方法論に基づいて、日本の初等・中等
教育において、「子どものための哲学」を
「市民性教育」として導入する際の具体的
なカリキュラムを開発し、総合的な学習の
時間などで利用可能な授業案を作成した。 

 
１）自己について 
授業１：他の人の意見を大切にするとは

どういうことか？ 
授業２：自由とは何か？ 
授業３：〈自分〉と「自由」の関係 
２）共同体について 
授業４：自由を実現するためには？ 
授業５：能力主義と平等主義 
授業６：私を支えているもの 
３）共同体への参画 
授業７：共有地の悲劇 
授業８：規則を考える 
授業９：哲学のレッスン 
 

そして、授業案を含む、上記研究成果を
兵庫教育大学学術情報リポジトリにおい
て公開した。 
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